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（目 的） 

第１条 本規則は、「ISM 壁紙運営規定」第３条２項に定める「ISM ラベルの表示許可
に関する業務」について、必要な事項を定めたものである。 

 

（ISM ラベルの表示資格） 
第２条 ISM ラベルの表示は、次の要件を満たす一般社団法人日本壁装協会（以下「協
会」という。）の正会員（正会員を代理人とする外国メーカーを含む）にのみ認められる。 

（１）壁紙の製造を事業として営むもの。 

（２）製造設備を有すること。 

（３）本規則に定める審査に合格し、ISM 表示工場として協会に登録されること。 
登録は工場を対象とする。 

 

（許可の条件） 

第３条 ISM 表示工場は、次の項目について条件を付けることなく従わねばならない。 
（１）人の生命・身体または財産を損なうことのないよう原材料・作業環境・製品につ 

いて十分な配慮が為された完成品であって、別に定める「壁紙の環境技術基準」 

に適合した壁紙を製造できること。 

（２）試験方法あるいは規格・基準値等が変更された場合は、ISM 機構の指示に従うこ 
と。 

（３）壁紙の構成に使用する化学製品（単一物質又は混合物）の化学物質等安全性デー 

ターシート（MSDS）の保管管理が確実になされること。  
（４）構成(組成)成分の表示を行うこと。 

（５）正当な理由なく、ISM 機構が実施する立入り検査を拒まないこと。 
（６）ISO 9000s、ISO 14000s または JIS Q 9001 の認証を受けているもしくは JIS 表 

示許可工場であること。 

（７）JIS 表示許可工場の場合は、社内の品質管理システムが ISO 9000s または JIS Q  
9001 に基づいて構築・運用されていること。 

 

（申 請） 

第４条 ISM 表示工場登録は、以下の図書に申請料を添えて品種別に協会に申請するこ
と。 

（１）ISM 表示工場登録審査申請図書一式 
（ISM 書式 1～8 号、または ISM.No.101～110） 

（２）公的試験機関による試験成績書等 

（３）品質管理マニュアル 

（４）工場配置図 

（５）その他審査委員会が必要とする資料 
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（審 査） 

第５条 審査は予備審査と本審査に分けられ、審査項目および評価基準は別表に定める。

審査料については別途定める。 

（１）予備審査：ISM 機構による審査 
①書類審査：ISM 表示工場登録審査申請書、社内規格、公的試験機関による試験 

成績書等の審査 

   ②実地審査：社内規格の運用実態および生産設備の確認等 

（２）本審査：ISM 機構による審査 
 

 

（提出図書等） 

第６条 協会に提出した図書等については、理由の如何を問わず返却の請求ができない。 

 

 

（ISM 表示工場登録） 
第７条 協会は、審査の結果、登録が認められた ISM 表示工場を ISM 会員 A として登
録し、ISM 登録証を発行する。 
２．次の事項を登録原簿に記載する。 

（１）登録年月日 

（２）登録番号 

（３）工場名および所在地 

（４）代表者名 

（５）品種 

（６）その他必要な事項 

 

 

(登録の変更) 

第８条 ISM 表示工場は、前項の登録事項および申請時に提出した書類等に変更が生じ
る場合、速やかに協会に届けなければならない。 

 

 

（ISM 表示工場登録の失効） 
第９条 以下のときは、ISM 表示工場登録が失効したものとする。 
（１）ISM 壁紙の製造を廃止したとき 
（２）登録申請者が、協会の正会員を退会、または解散、廃業、倒産したとき 

（３）第１４条（６）により ISM 表示工場登録を取り消されたとき  
 

 

（ISM ラベルの表示対象） 
第１０条 ISM ラベルの表示は、以下の壁紙にのみ認められる。 
（１）「壁紙の環境技術基準」および本規則に適合した壁紙 

（２）ISM 壁紙商品群登録範囲に従い製造され、ISM 壁紙製品登録された壁紙 
（３）ISM 壁紙品質情報管理システムに ISM 壁紙商品番号情報登録された壁紙 
２．ISM 壁紙商品群登録、ISM 壁紙製品登録については「ISM 壁紙製品登録規則」に

定める。ISM 壁紙商品番号情報登録については「ISM 壁紙品質情報管理システムに関す
る規則」に定める。  
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（管理義務） 

第１１条 品質管理、性能保証は ISM 表示工場自身の責任において行われるものであ

る。 

（１）ISM 表示工場は、統計的品質管理が義務付けられ、工場における社内検査の記 
録を保存しなくてはならない。 

（２）ISM 表示工場は、ISM 壁紙について、定められた範囲と頻度で性能確認を行わ 
なくてはならない。 

（３）ISM 機構および協会が必要ありとする場合、以下を実施することができる。 
１）工場における社内検査の記録の閲覧 

２）ISM 表示工場の工場内もしくは流通市場からの試験体の抜き取り 
３）工場の点検 

４）サーベランス 

 

（再検査） 

第１２条 ISM 機構および協会が ISM 表示工場に対して行う検査において、本規則に

反している事実が確認された場合は、再検査を行うものとする。なお、再検査において

も不十分と見なされるときは、本規則の懲罰規定が適用される。 

 

（検査費用） 

第１３条 第１２条の再検査に要する費用は、被検査者が負担する。 

 

（懲 罰）   

第１４条 ISM 機構および協会は、ISM 表示工場の ISM 壁紙の供給体制および性能に
ついて本規則および関連する規定類の条項に合格していないと判定した場合、また、故

意による虚偽の申請があった場合、以下の措置をとるものとする。 

（１）訓戒 

（２）警告 

（３）臨時の立ち入り検査の頻度を増やす 

（４）ISM 壁紙製品登録の取り消し 
（５）ISM 壁紙商品群登録の取り消し 
（６）ISM ラベル表示の期限付停止 
（７）ISM 表示工場登録取り消し 
 

（信用回復措置） 

第１５条 前項によって処分を受けた ISM 表示工場は、ISM 機構および協会に対して

損害の弁償および信用の回復について必要な処置をとらなければならない。 

 

 

 

附 則 

第１条 本規則に疑義が生じた場合は、ISM 機構の助言を受け、ISM 壁紙委員会が判断
する。             

第２条 本規則の改廃は、ISM 壁紙委員会の提案により、理事会が議決する。 
第３条 本規則は平成８年４月１日より施行する。 

第４条 本規則の改正は平成２１年７月２２日より施行する。 
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